





The Actual State and the Implications of Commuter Marriages by National
Government Officials under the Equal Employment Opportunity Law : 
By means of the Case of Harumi Sakamoto, the First Woman Officer in the Ministry of 



















キーワード：転勤（transfer）、コミューター・マリッジ( commuter marriage )、国家公務員（national 
government official）、通産省初の女性官僚、坂本春生(Harumi Sakamoto, the first woman 















































































































対象者記号 妻の年齢 夫の年齢 結婚歴 子ども数 居住の現状 別居の契機
A 41 歳 43 歳 17 年 ２人 同居 結婚当初から
B 33 34 6 1 別居 夫婦双方の異動
C 45 45 22 3 同居 夫婦双方の異動
D 44 48 17 0 別居 夫婦双方の異動


































































対象者 回数 通算年数 妻の居住地 夫の居住地 子の年齢 子との同居者 評価
Ａ 3回 5.5年 松山 東京 5歳 母 ⑥
Ｂ 1 2 東京 長野 2 母 ⑤
Ｃ 3 8 ウィーン 東京 2, 3 祖母 ②
Ｄ 4 6 東京 名古屋 － － ①、⑦



































































































































































項目 専門・管理職夫婦 国家公務員夫婦 坂本

































項目 専門・管理職夫婦 国家公務員夫婦 坂本
別居期間 平均約 5 年 平均1.9年 1年
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